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                                   直江津南小学校 学校だより 

 

◆新潟県では、６月と 11月を「いじめ見逃しゼロ強調月間」とし、全県的な取組や各学校ごと、中学校区

ごとの取組を奨励しています。直江津南小学校でも、年間を通した「いじめ３ない運動」、生活アンケー

ト、教育相談、わくわくデー、人権学習の授業公開、「人権の日」の取組、中学校区での「いじめ見逃し

ゼロスクール集会」などを行っていきます。 

◆「いじめ」については、「いじめ防止対策推進法」（平成 25年 9月 28日）という法律があり、そこに 

は、「児童等は、いじめを行ってはならない」（第４条）と決められています。つまり、「いじめ」を行 

った人は、法律違反ということになります。また、上越市では、「上越市子どもの人権に関する条例」    

（平成 20年４月１日）があり、そこでは、「大切に守られるべき権利」が定められています。今日は、 

そのうちの４つの権利を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆わたしたちも「人権」について学び、考え、「自分の人権」や「人の人権」を 

大事にできる人間にならなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

自信をもって生きる権利 

・将来の夢をもつことができる。 

・教育や授業を受けられる。 

・自分の意見が言える。 

・意見や考えが大事にされる。 

・趣味、遊び、スポーツなどが楽しめる。 

・差別されない。 など 

安心して生きる権利 

・命を大切にされる。 

・いじめや暴力から守られる。 

・けがや病気の治療を受けられる。 

・危険から守ってもらえる。 

・なやみを相談できる。 

・食事ができる。 

・ぐっすりねられる。 など 

知らされる権利 

・権利について教えてもらえる。 

・ルールやマナーを教えてもらえる。 

・よいこと、悪いことを教えてもらえる。 など 

地域社会に参加する権利 

・地域のことを知る。 

・地域で見守られる。 

・あいさつをする。 

・地域のことを手伝う。 

・地域の行事や活動に参加する。 など 

コラム  『消えた！クレヨンの「はだ色」』 

 今、子どもたちの使っているクレヨンや色鉛筆をのぞくと、「はだ色」という色名はなく、「ペール

オレンジ（うすいオレンジ色）」や「うすだいだい」という色名になっているのがわかります。調べて

みると、今から 20 年ほど前にはなくなっていたそうです。その理由は、「肌の色は、人それぞれで違

っている」ということのようです。国際的な視野で考えたときにも大事な視点だと思います。 

 ＜文責 細井一貞＞ 



        

「令和元年！共に戦え南っ子！」 

 ５月２５日(土) １学期最大の学校行事「直江津南小大運動会」が、快晴の中、盛大に実施されました。

１ヶ月以上に渡って練習してきた成果を最大限に発揮しようと、どの子もがんばりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱戦終了。優勝は赤軍、応援賞は白軍でした。力を出し切った素晴らしい一日でした。 

「開会宣言」 

担当は１年

生です。  

何度も練習

して、大勢の前

で緊張しまし

たが、元気いっ

ぱいに発表し

ました。 

「よさこい南

小バージョン」 

毎年、恒例のリ

ズムダンスです。

スポーツ委員長

を中心に元気に

踊りました。そろ

った掛け声は大

迫力でした。 

「５年生 １００ｍ走」 

4 年生のときより２０ｍ長くなりました。赤白応援団の応援を

受けて、ゴール目指して力いっぱい走りました。 

「直南金管部 令和元年 ～えがお・か

がやきマーチング～」 

毎日、練習を重ねてきた成果を心を一つ

にして発表しました。 

「エール交換 （白軍）」 

白軍の応援です。団長の声をからすほどの

リードの下、素晴らしいチームワークでした。 

「エール交換 （赤軍）」 

今年も優勝を目指す赤軍です。優勝目指して、気合の入

った大きな声でエール交換をしました。 


